


































晶化条件の探索を行ったところ，0.2 M 酢酸アンモニウム，0.1 M 酢酸
ナトリウム pH 4.6，30 % PEG 4000を沈殿剤に用いて結晶を得ること




と c-cで静電相互作用を狙っていたが，b-bと g-g に置き換える必要が
あると分かった。 









図 2. Lac23syの結晶 





単体:34.5 %，Lac23sy_KK 単体:30.1 %，Lac23sy_EE/KK 混
合:68.7 %）（図 4）。一方，Lac23sy_EKと Lac23sy_KEは単体
でも混合でも変化せず，基準より低い値であった
（Lac23sy_EK 単体 :26.3 %，Lac23sy_KE 単体 :32.2 %，
Lac23sy_EK/KE 混合 :24.5 %）。ホモ四量体の結晶構造は




相互作用に加えて静電相互作用が生じ，選択的な 1 対 1 の集合
が起きて期待通りの会合体が得られる一方，Lac23sy_EK/KE では電荷の偏りがないため，会
合が起こるとしても選択性のない疎水性相互作用のみが働くためと考えられる。そこで
Lac23sy_EE/KK混合物について結晶化を行ったところ，0.2 M 酢酸ナトリウム, 0.1 M Tris pH 
8.5, 25 % PEG 4000の条件で結晶が得られた。さらにこの結晶を同様に測定
し，解析したところ，逆並行コイルドコイル-ヘテロ四量体が形成されてい







で結晶化を行ったところ，0.2 M 酢酸アンモニウム, 0.1 M 酢酸ナトリ
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図 4. Lac23sy_EE, KK, EE/KKの 
CDスペクトル 
図 5. Lac23sy_EE/KK 
の結晶構造 
図 6. Lac23sy_DE/RKの結晶 
（約 50 µm） 
